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＜特記事項＞

 2025年12月期第３四半期連結会計期間において、マニテックス・インターナショナルInc.買収に伴う企業結合に係る暫定的な
会計処理の確定を行っており、2025年12月期第１四半期連結累計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理を遡及的に
修正し、確定した内容を反映させております。
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26年1-3月 業績の概要

▌ 売上高 858億円：対前年同期 +53億円

• TISの買収効果により、対前年同期で増収

▌ 営業利益 40億円：対前年同期 △10億円

• 米国関税影響・売上時期の遅れによる物量減少・費用増加により、

対前年同期で減益

▌ 親会社株主当期純利益 19億円：対前年同期 △15億円

• 25年1-3月は欧州における固定資産売却等の特別利益を計上

▌ 連結業績予想：期初予想から変更なし

• 足許の受注は北米向けを中心に堅調、販売も年間では期初想定通りの

見通し

• 中東情勢緊迫化影響は現時点では軽微

※TIS＝タダノインフラソリューションズ（2025年7月買収)
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26年1-3月 業績

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

（単位：百万円）

25年 1-3月 26年 1-3月

金額 比率 金額 比率 増減額 増減率

売上高 80,495 100% 85,845 100% 5,349 6.6%

営業利益 5,054 6.3% 4,012 4.7% △ 1,041 △20.6%

経常利益 3,816 4.7% 3,205 3.7% △ 611 △16.0%

親会社株主当期純利益 3,499 4.3% 1,932 2.3% △ 1,566 △44.8%

EBITDA ※ 7,437 9.2% 6,615 7.7% △ 822 △11.1%

USD

EUR

対前年

160.5円 183.7円

152.6円 156.9円

売上高は増加、営業利益は米国関税コスト増加等もあり10億円減少
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買収関連費用を含む一過性要因24億円が解消

米国関税影響・物量減少・費用増加により、営業利益は10億円減少

(一過性要因除く)

その他内訳
・原材料費等アップ：△500

Manitex関連
・PPA資産償却額：300 (償却期間1年未満)
・買収関連一過性費用 ：2,000
TIS関連
・買収関連一過性費用 ：100

TIS連結に以下の費用増減を含む
・のれん償却額（暫定）：△300

※PPA＝Purchase Price Allocationの略

※TIS＝タダノインフラソリューションズ（2025年7月買収)
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TISのグループ化で加わった“定置式LE”により売上増加
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26年1-3月 製品別売上高

（百万円）

+5,349
(+6.6%)

増加

減少

85,845

80,495

日本 海外 日本 海外 日本 海外

25年 1-3月 80,495 - 80,495 8,895 40,131 4,237 6,189 5,456 1,197 10,548 3,839 - -

26年 1-3月 78,150 7,694 85,845 8,629 39,306 3,988 5,705 5,754 1,359 11,203 2,203 3,047 4,647

増減 △2,345 7,694 5,349 △266 △824 △249 △484 298 162 654 △1,635 3,047 4,647

部品・

サービス

移動式LE

（小計）
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総計

定置式LE

建設用クレーン 車両搭載型クレーン 高所作業車 部品・

サービス
運搬機械その他

移動式LE

△824
（△2.1%）

△249
（△5.9%） △484

（△7.8%）

+654
（+6.2%）

△1,635
（△42.6%）

+3,047
（-%）

+4,647
（-%）

※TIS＝タダノインフラソリューションズ（2025年7月買収)

※定置式LEの項目については、TISのグループ化により新設したため、対前年同期増減率を記載しておりません。



主に日本・北米で増加、中東・欧州で減少

25年 1-3月 56,791 70.6% 80,495 30,467 2,789 12,350 4,520 2,549 3,459 654 23,703

26年 1-3月 55,214 64.3% 85,845 33,607 2,716 10,540 690 3,494 3,695 468 30,631

増減 △1,577 △6.3%Pt 5,349 3,140 △72 △1,809 △3,830 944 235 △186 6,927

海外

（小計）
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26年1-3月 地域別売上高

（百万円）

※売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
※その他は、アフリカ、CISを含んでおります。

減少

増加

85,845

80,495
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（+10.3%）

△72
（△2.6%）
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（△84.7%）
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（+6.8%）
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（△28.4%）

+6,927
（+29.2%）

+5,349
(+6.6%)
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26年3月末 貸借対照表

日本・北米・中東向けの売上がQ2へずれ込み、棚卸資産が増加

（単位：百万円）

25年

12月末

26年

3月末
増減

25年

12月末

26年

3月末
増減

手許資金 81,842 89,213 7,371 44,698 33,758 △10,940

売上債権 72,471 60,305 △12,165 146,016 160,902 14,885

棚卸資産 156,716 168,703 11,987 61,867 63,087 1,219

その他 14,291 13,020 △1,270 252,583 257,748 5,165

流動資産計 325,320 331,243 5,922 205,946 205,968 22

有形固定資産 82,032 82,233 200 458,529 463,717 5,187

無形固定資産 27,225 26,654 △571

投資その他の資産 23,951 23,586 △364 売上債権回転期間 75.7日 63.2日 △12.5日

固定資産計 133,209 132,473 △735 棚卸資産回転期間 223.2日 248.3日 25.1日

資産合計 458,529 463,717 5,187 仕入債務回転期間 63.7日 49.7日 △14.0日

235.2日 261.8日 26.6日

ネット有利子負債 64,174 71,688 7,513

ネットD/Eレシオ 0.31倍 0.35倍 0.04倍

負債・純資産計

CCC

仕入債務

有利子負債

その他

負債計

純資産計
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